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論文内容の要旨

〔白的〕

血清蛋白である Gc (group-specific component) は，アクチンと結合する性質を持っている。乙

のGc が死体血を用いた免疫電気泳動において陽極側に変位する現象が以前より報告されており，乙れは

アクチンが死後血中に放出され Gc と複合体を形成する乙とによって生じることが解明されてきた。また

臨床における激症肝炎，重症妊娠中毒症の症例や，ラットを用いた実験におけるアセトアミノフェンによ

る肝細胞壊死でアクチンが血清中に出現してくる乙とが報告されている。しかし血清にはもう一つ別の高

親和性アクチン結合蛋白であるゲノレソリンも含まれており，血清中におけるアクチンの結合様式は充分に

は解明されていなし、。そこで，まず immunoblot ting の技法を用い，血清中におけるアクチンの結合様

式を調べた。さらにGc ーアクチン複合体がDNase 1 と 3 重複合体を形成する乙とを利用し，酵素免疫

測定法lとより血清中アクチンの定量法を開発し，乙れを死体血に応用した。最後に乙れらアクチンの iso~

form を決定する乙とによりその由来を推定した。

C方法ならびに成績〕

アクチン， Gc , ゲノレソリンの各抗体を兎にて作成し， G ーないし F ーアクチンを添加した血清 (4μl

/ lane) を SDSを含まない 5 一20%ポリアクリルアミド電気泳動にで分離し，ニトロセルロース膜に

転写し J 3 抗体のいずれかを，さらにパーオキシダーゼ標識化第 2 抗体を作用させ，その結合様式を調べ

た。 G ーアクチンが血清に添加された場合，アクチンはGc と優先的に結合してゆき， 0.357噌〆ml です

べてのGc が複合体を形成し，その後ゲ、ノレソリンと結合し始め 0.45~/ml ですべてのゲノレソリンが複合

体を形成したのち，乙れ以上に過剰のアクチンは結合蛋白を持たずに存在している。 F ーアクチンの場合，
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アクチンはGc とゲル・ノリンの両者とおおむね等しい割合で結合してゆき，ゲノレソリンと Gc は各々 0.25 ，

0.4 5 7TlJj/ml ですべてが複合体となり，乙れ以上に過剰のアクチンはG ーアクチンの場合と同様に結合蛋

白を持たずに存在している。さらに ， 0.25 7TlJj/mlの濃度にてF ーアクチンを血清に添加した場合の時間

的経過を追ってゆくと，添加後20分よりゲルソリンーアクチン 1 対 2 複合体から Gc がアクチン 1 分子を

奪い，ゲノレソリンーアクチン 1 対 1 複合体が形成されてゆく。

血清中アクチンの定量法として， DNase 1 をポリスチレンビーズに固相化し試験管内で検体，さら

にパーオキシダーゼ標識化 Gc 抗体を反応させ，蛍光測定lζて|酵素免疫測定法を行なった。検出感度は 5

ng / t ube (0.12 pmole) であった。健康成人 8例においては数値の上昇を認めなかったのに対し，死

体血.37例では数値の上昇を認めないものから 140mf{/1 と高値をとるものまで様々あり，平均51士34mf{/

]であった。死後経過時間との相関では，ぱらつきが大きく相関係数は 0.11 と低い数値しか得られなかっ

。た

アクチン量の多い 4検体を用いて尿素を含むポリアクリルアミドゲル等電点電気泳動 (pH 4-6.5)を

行なうが， ß , γ ー型を認めるのみであった。乙のことは，乙れらアクチンが血液細胞の崩壊により生じ

ている可能性があることを示唆している。

〔総括〕

血清中におけるアクチンの結合様式を明らかiとすると共に，血清中に放出されたアクチンの大部分が最

終的には Gc と複合体を形成する現象を利用し. Gc ーアクチン複合体として Gc 抗体を用いてアクチン

を定量する方法を開発した。これを死体血に応用し，有意の上昇を認めた。さらにこれらアクチンが血液

細胞の崩壊により生じている可能性があることを示した。

論文の審査結果の要旨

血清中におけるアクチンの結合様式を次のように明らかにした。

1. G-アクチンは Gc と優先的に結合する。

2. F ーアクチンは Gc とゲノレソリンとにおおむね等しい割合で結合し.さらに非結合状態の Gc がゲ

ルソリンーアクチン 1 : 2 複合体からアクチン 1 分子を奪う。

次に，血清中iと放出されたアクチンの大部分が最終的には Gc と複合体を形成する現象を利用し， DN

ase 1 を固相化，酵素標識化 Gc 抗体を用いて血清中アクチンを定量する酵素免疫測定法を開発した。乙

の方法を用いて死体血中アクチンを定量し，有意の上昇を認めた。さらにこれらアクチンが血液細胞の崩

壊により生じている可能性があると推定した。

以上の結果は法医学的に重要な意味のある業績と考える。
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